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今月の市復扇土曜Mf宇目

M目 18回

市震の示ごe刷局1刷，.

聞;?ι?11::?1
岡山町

ニ0-"- 2.3
12月4-10日陰人織遇随一-4-5

.置自.. 象情夜""51隼 6・7
みん怒のベーフ←-8.9
奈良大澗路キャンベン

イベントガイド 10 . 11 

お銅色匂 12-15 

シリズ寮良の四寧2・16 
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東大寺サミット.，

大仏さんの縁で初のサミット

第10回市文化祭

多彩に“文化・芸術の秋"
10111511かりの約"月間史崎文化セァ
ター制 'ul.:1P!!咽制F省文化祭治聞かれ

歌鴛伎をはじめ "勺 チ~""ー すーゲヌ
円のヨンザ←ト 柑.倒的「八臨鍛J
fU:、多をな催しに多《の市民.・加 ‘文

化 2衡の歓を業しみましれ .

東大判明間仏闘にかかわ吟た

市町村の嶋崎産振興と飢互交旋について訴し合

叩 『…かかわ令市刑判ヲ

ト閣制φa什 '91l.Jb'、"月1聞か旬

27Bl底で、師公会盆."で聞かれました.

今回守、ット記谷加したの" 家良l析を"

じめ山口闘の小o即日畑山相村.
初日 1~ <t i 7 ~会議哨かれ肺町村長

がきらの歴史や現状 将来の.色づくめにつ

Lτ側告縫いで爾附;!lN;の閉会で東大
丸ヤとのかかわ均金A後どのように怠ちづ〈り

に生かしてい〈か匂ど活発信怠見.交わし

.した..して醐に「網開制刷づ〈

りのため、人 もの、情細の交施を諌めるj

山。け宣言明し咽開酬を

山口'慢の1市3町がするこ企を決めま Lた.

"日に" シン'";.! .，ムr.uムさんをつく
る」が.たlsnかり""'でM巨大村叫
阻包で写奥田提 東大、う趨立のゆかりの地が開

値されまし1:.
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字符‘'鴎aで4そeれぞれ. マ号を"決Rめ この i霊写手め学
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西安市友好代表団

奈良のまちを熱心に参観

.t.l<li<T.IA;:鰐.同町中酒田・酎安.か明、.・4
a・，Ii長.掴.とする.l<1Hて3質問.o<lI!ULfL
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Sた 事峨曾胞や東)，;~. ~医師身、府側8・

'"どを.学L、文化財の傑作傑.のよう
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盆・復賃金

おしどり夫婦163組を招待
今年縮問叫込山ごえ舗を叫

いする輔縦覧会が1111311.11，酬で繍か

れ重した.

帽"、.平時抑制州知16l1'にM
IUn. 蛾々の，労.九 I~'L 11てこ切れた
'M組のご夫毎が...悦僧値「野守H 術
陣."で秋の自のー時をヨ院しみ2・した.
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ボランティア大会

これがらのボランティアを害える

惨こ008...望R・E・えられ
，ヒ畑 書記刊 厩巴さ
んご.・.固さんご央・-"'T-.に入力

411' ""'.T<T.I繍怖をもー，と多'0人に.
山 G.llJI5日一…4
'^会が聞かれfLt.: . 

. 会にU 日ごろ，jI， ".，. . T if，・H で

いる人i>4II，"'.，..TI::関心叫品目

醐川相'酬の高1L1'lt.:b-l. ;'! '" t) 
「剛り白い吋崎健.攻めてJと・した.網ゃ
飽食.，.人陣嘗省のために.勺れた 8・
吋叶.付い摘の~.日ドシ・一

信ど.. ・してLれかりのポラ〆"アめあり

Jiについて~Af Lた.
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1良夏人崎縦輔検輔a聾.餐制員幽幽繊会第一a齢5陪会仰bが'"句つ.山の叫よう
4に己人'艦盤'健鹿墨のe瞥写先1ボ以関する作渇‘H募事'集匹し1ま鹿可す，.
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ζれf-':"' t.~<のは岨られて吋仇.i'iø削

級資"をふ雀えで、今一度その網越を.，てゐよろ.

目 崎.眠"厚"周釘目幽
13: OO-H 掬

. 視野 史陰文化eシタ-(~降水随一丁凶
λ 繍将"も
霊 a昆E 棚人
制 1軸'柚諸 往帥叫復釦4

M叩〉川a盛長附し 干岬よιこ条酬.町m町問n一，，谷搭
t良釦帥基劃1il，市百眠抽『悶文化岨絹拙 J岬保べ哨剛L品 で
"ゴ=き事".(A応ι.，布守多敏.樋f俗盃"繍還〉

.棚圏一相川'"日凶当日刷"幼

3大
イペJト

車員大和由カルチャー由聾い
「古典芸能への騒い」

省・，..の開策帥明典2・叫わう引，，，-r!(た
め一酬輔佐賀いす.回醐捕】剛
自嶋一事引制周 1醐
M-. (欄1刷 6B..酬 互醐酬

lI1!:illを・“ 耐闘
コ唱曲.'0・a茂山刊.
.6AI量細川開 R

'0恥刊川除〉・ 8・a剛 歪醐酬
重ヨtil I血巳・巳傘、..1111..雌・0'.山予之丞
金齢 ..  血喪主盆剛 a 

・ l!i..，.1厨公共.・tヨ催。kール"日野町〉
入.，時 各広明
定 員 各間人

"'io!.'S l島 住簡は刊に第一刷出第二~"'~!>.;か
.耐のうえ師氏名〈送信周にも住所
氏名〉同人い 司棚上三条叩-，・

良市僅光也会"命ル" ーの・ぃ』催、"
込んで〈闘い.仙刷闘の嶋削岨)

附闘 軸岬g刷削付制柑

いよいよ聞か靖良人骨・…
ζの」争 eンペ←ン毛細介LたイベグトT阪会
剣罰的に配僻しで".す圃
.冬にも多くの観光.を奈良に'と愉めた
この>・ンペ←ンU 今自も3).;4ベント.

"じめ榊専の特別い， .附公開fよ

ど来年3月.で議員宿りではの金舗がいq

"、.
4ペy トT'.睦に"、これ勺の情報に加え、
観光マップ、蹴.グルコース、見どころ、

それにグルメ情鮒はども粛..'警の大和尚を

より難しU允めのガイドプヲクです.今りで
，，.叫'山ぺ川の4 加しま".山一一酬Jtlli. J使館外陶器所、 観光センタ 近鉄

"制駅臨時何 冊 ホテル
で配衛しで('fT.ぜひご倒れどさ巴、

3大
イベJト 平減ウオーク '92
ヨー ス尊師冊目制皇陵~晴同時帥

入排惜…"剛叫功咽叫皇劃叫h晴…陵骨日…-0叩軟陥山.酎…eト吋4絹附岬
'附.靴位←-.司号島悶目‘柚.ト-醐酎~醐n砂砂柵

】曽 .-，骨舶'仙山 2茂蔓〈繍椅柑掌払，'，岨誕期帥.厳吸銀船
..均約2酬山両叫 『間島Jから傘
・入醐 陣 .，崎町制帽同酬隆則J

Kによ町剛健され.崎惰眠，'H，1lで
輔制で叫叩・IO.，.イ
H 
白骨明時間'醐

1I-:l(l-16凶〈叩D

.~III!f' " 'l'tCBM.J;叩

. ，園 側一.料

-f"'''~ー拙い i"'''~'予定
.ili.Il;A"'NIIKC!良問問醐

(8'1.4Mli.) 



4与・ンベ一点咽回附イベンP

イベ" 量帯固体畠. 圃軸

.."IE周量凪 ... t舟口巳 同日.，・日('U'ト叶‘師}

..茸値.圃 '"時-1/，...nl'.'，O開明
富山 ...史.貴重 '"←."'1('"，骨-..固〉

E・圃.脅a陶且瞳 .. 年E
四・・

即時-1I1'祉制ト時制】... V巾'"瞳-，.圃)

イペνト ， .. 園.，.

" 

大和と〈とく朝市

目 崎/平民4年z月 E日""月 t日制B圃ト'"園
暗 闇/JRo!¥且劇繭広場

円 事/市民申コ¥~ ，ニケーシ，ン・のE〈濁ヲ鳴E〉とL L τ‘車干、革、
野鹿凧日悶.貨おどを " . 

聞い歯h嘗/車良商、工、1ha所宵午畠 由 6ZE 

修会見学と奈良町ぞの周辺の寺々を

捜索Lτみませんか

回開/

内容/ 瞳

奈良の目撃 ・伝伍行事紹介写真コン7-)j..

. ./ 事司時優誠良4量f_3 Jl油田園査で軍崎豊"付けEすー

" 関行範苅空事行"週Eτ串蝿ιぃ凪量量"ι高血市内
匝 .<<掴介す晶ため、車凪申四軍且置""伝事申.，.壷.哩L草..
【守イ ヵ，ープ'!~ト、ヰャピ.臥上~ "切

までE・占写、凪 【岨圃1車、時週2点司軍特量1白書」

臨 ../λE週.-却H上J三盛町田 ， .，辺市祖Jt';..."タ 向
/掛T叩事由市掴止圃全 世 〈担}担蜘

大和は歴史の道で出会いまLょう

日 時/軍虞4惇ト→FtJJ 午KtRR月側後La3E時・aEトMf四s・gRR叫.・・前荷創nP依揚象呼Sト合台S観応.. 日】 小雨密行
8 :3咽
9ω 

コ ース/民'"宣円 申瑠璃串→宵山.宅→

日.し掛鍵/布帆省製 L 時棚間帥 で各解自散負明創刊

固い曲作曽/車周囲."SB吋協虫 司市"'"的世話T宜圃喜んまで

公.冬側の縛渡島会り鳥を歴史の遣に求めて'

H 時/平民 4軍z月'"回9冊-u倒〈由回 平副宮

-saw H録高平州迫ペM，崎四J奥抱、併g民J一R争ー島伸鴎回f.臼司t • 前tにL、蝿合小j守生日下は骨量盾日開町ζ と，間吾帽/ 軍且、あれば酉圏構 t弁書、本蝿1m由}
肉 窟/ ー上刻l-'"之...-~ヲナペ 2ナ

樹首(解肱〉酌5皿町行砲で
圃い官わ曽/ 白ya金hE高血貰関車蘭周 三.轟川町す，ET国

きん蜜で 冒 (担，~目

..仰司"冊

B腸古代史ソノポヲつム
r"ー ツを撮る古代大和と斬置J

向 寧/圃単品止古代k舶は、壇埋酎にも宜化的にも，い

固で結ぼれてい1E'Mer h，彰E• H 本で尭且された薗田本占a
埴田副掴品豊田じ .0.・-刷、仏庫、守院
町どに..，瞳半島 .大畠〈費Ij"ι申"融
事〈且費"り..す. こ回国曹シンポジワム目、

白"の相年L3 宇'f'Jl:ft酎研究申量高慢..高島市に
む車止 そ骨ルーゥ奇植n ます.λ埴.n.

同恒四時/平底 ~"'3"H Il出'"掃ー"帥

場..周曹/蝿‘買田f正t呈剛aa〈大kE増加ーKル子大i定字宇員I量HLEA街〉地一 (同志社
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